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石川　心乃美ちゃん（1歳4ヵ月）
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　当日の朝採れた新鮮で
旬な野菜や果物を豊富に
取り揃えています。“ス
トロベリーズ”（生産者女
性グループ）が作るジェ
ラートは大好評です。

　昔懐かしいアットホームな雰囲
気が特徴の産直市。地元のお母さ
ん達が作る惣菜やうどんは大好評
です！

空豆、グリンピース、スナップエンドウ、
春キャベツ、新じゃがいも、きゅうり、筍
春を代表する旬の食材「筍」。たけのこご飯や天ぷらな
どにアレンジして春ならではの味覚を存分に楽しみま
しょう。

もっと多くの消費者の方に、地元野菜の美味しさ・新鮮
さが伝わりますように、また、少しでも生産者の方々の所
得向上のお手伝いができますようこれからも努力してまい
ります。

営業時間：9:00～13:00
休業日：毎週火曜日
　　　　年末年始
住所：四国中央市金生町
　　　下分2550-2
電話番号：0896-58-3953
　　　　（営業日のみ）

ゴールデンウィークイベント（5月）
新米祭り（8月・10月）
里芋祭り（9月）
グリーンフェスタ（11月）
年末感謝祭（12月）
周年祭（1月）（予定）

岡本 悠
店長

ゴールデンウィーク（5月）
お盆（8月）
お彼岸（9月、3月）
年末年始
新米祭り（8月、10月）
里芋祭り（9月）
周年祭（11月）

（予定）

おいでや市では、地元で
採れた新鮮な野菜・果物
のほか、県内産の美味し
いお肉も取り揃えていま
す。

春キャベツ、スナップエンドウ、そら豆、山菜、精肉
爽やかな甘みと柔らかな食感の物が多い春野菜は、短
時間で調理したりサラダにすると春らしい食材の風味
を楽しむことができます。

営業時間：9:00～16:00
休業日：毎週火曜日
　　　　年末年始
住所：四国中央市
　　　妻鳥町1121
電話番号：0896-59-6001

高橋 諒
店長代理

高橋 諒
店長代理

ストロベリーズ 大好評のジェラート

営業時間：9:00～16:00　休業日：年末年始（臨時休業あり）
住所：四国中央市中之庄町1684-4
電話番号：0896-23-3377

おいでや市は、昨年来店客数が200万人を
突破致しました。300万人を目指しこれか
らも生産者、消費者の皆様により貢献でき
る店づくりを目指し頑張ってまいります。

温かい雰囲気を大切に、地元の方々に
長く愛される店舗づくりに取り組んで
まいります。皆様のご来店、心よりお
待ちしております。
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元気と笑顔あふれる
　デイサービスセンター「あったか荘」「あったか荘」
　JAうまデイサービスセンター（通所介護事業所）では、利用者の皆さまに安心してよ
り楽しく施設をご利用いただけるよう充実したサービスをご提供しています。今回の特
集では、JAうまが運営する「あったか荘」川之江・三島・土居の3事業所の取り組みを
ご紹介いたします。

　花見や紅葉見学、誕生月の利用者さんとの外食など、皆さんに楽しんでもらえるよう毎月様 な々季節のイベン
トを実施しています。
　昼食とおやつには、栄養士が季節の食材を使い、栄養のバランスを考えたメニューを心を込めて手作りして
います。利用者さんに合わせて食べやすい形態にしたり、健康状態に合わせた特別食も用意しています。また、
良い香りがするあったか荘川之江自慢の檜風呂は利用者の方に大変好評です。小さな浴槽や移動できる足湯
用の浴槽もあり、身体の不自由な方でも安心して入ることが出来ます。

●あったか荘川之江

　はじめまして、作業療法士の菰田麻菜美と申しま
す。デイサービスセンターあったか荘で働き始め3年目
になりました。作業療法士というのは、理学療法士や
言語聴覚士と同じリハビリの専門職で国家資格の一
つです。
　あったか荘では、利用者様と一緒にリハビリ体操
を行ったり、レクリエーション（ゲームや手作業）を
行っています。また利用者様の健康状態やご家族の
ニーズに基づいて、作業療法士として専門性を活かし
た個別の体操（リハビリ）を提案させていただいてい
ます。身体の健康だけでなく、日常生活で困っている
ことや物忘れや心の問題にも、その手助けができるよ
う日々工夫し取り組んでいます。
　人生の先輩方に学ぶことも多く、利用者様の笑顔
に私の方が元気をもらいながらお仕事をさせていた
だいています。
　これからも利用者様とそのご家族が安心して心豊
かな在宅での生活を続けていただけるようお手伝い
ができたらと考えています。これからもよろしくお願
いします。

作業療法士のご紹介

作業療法士
菰田　麻菜美

お問合せ先　あったか荘川之江　四国中央市妻鳥町1525　Tel：0896-58-2132
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　あったか荘三島では、「やってみよう！！笑顔がいっぱい」をテーマに、電車での外出やお誕生日の外食、ショッピ
ングモールでのお買い物等、楽しみながらご利用者の自立をご支援します。
　また、個別機能訓練や栄養バランスのとれた美味しい食事、よりリラックスできるジェットバス機能を備えた大
浴場等、お一人おひとりを大切にした充実したサービスをご提供いたします。

●あったか荘三島

　食事や機能訓練等、健康で自分らしく生活していただけるよう、お一人おひとりに寄りそって利用者の皆さまをご
支援しています。また、あったか荘土居では、施設敷地内にある畑で野菜を栽培したり、季節に沿った様 な々イベン
ト等を通じて、利用者の皆様に楽しさや生きがいを感じていただける、より充実したサービスをご提供いたします。

●あったか荘土居

お問合せ先　あったか荘三島　四国中央市中之庄町1684-4　Tel：0896-24-8712

お問合せ先　あったか荘土居　四国中央市土居町土居885-1　Tel：0896-74-0150
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次世代の担い手を育成
　　　JAファームうまに2人の研修生が入社
　JAうまの子会社「JAファームうま」では、将来の地域農業の担い手となる次世代農業者の
育成に力を入れています。
　近年、高齢化や後継者不足で農業従事者が減少し、荒廃農地や耕作放棄地の増加が管内
でも大きな課題となっている中、JAファームうまでは、2018年から新規就農研修を開始して
います。3年目となる今年4月、新たに研修生としてJAファームうまに入社し、日々研修と実
践により農業経営に必要な知識・技能の習得に励む二人の社員をご紹介いたします。

　僕が生まれ育った四国中央市では、年々農家数が減少し、耕作放棄地が増加していま

す。そんな様子を高校生の頃目にし、将来専業農家として地元農業を活気づけたいと思

うようになりました。高校の先生から、JAファームうまでは栽培技術や経営知識、就農

後の規模拡大まで手厚く支援を行っているという事を聞き入社することを視野に入れて

いました。JAファームうまで経験を積むことで将来に活かすことができることや、農家の

方 と々の繋がりを持つことができるところに魅力を感じ入社を決めました。数年後には、

農地を借り里芋等を栽培し地元農業を少しでも盛り上げたいと思っています。

赤松　祥兵さん（20）

「管内の農業を元気にしたい」

　僕は、高校2年生まで県外で暮らしていましたが愛媛に帰省した際、祖母が営む農業を

手伝っているうちに農作物を栽培する楽しさや食べてもらう喜びを感じ、将来は地元愛

媛で農業に携わりたいと思うようになりました。高校卒業後、愛媛の農業大学校に2年間

在学し、農業についての知識や経験を積みました。現在、JAファームうまの圃場の手入れ

を中心に草刈りや稲刈り、苗の販売などに従事しています。将来は、専業農家として里芋

やお米を栽培し、産地の維持・発展に寄与したいと考えています。

前田　大海さん（20）

「愛媛の農業を盛り上げたい」

次世代の担い手を育成
　　　JAファームうまに2人の研修生が入社
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令和2年度

新任 室部長・支店長　紹介！

監査室　室長
石川 啓二

本店営業部　部長
西岡 正志

川之江中央支店エリア
谷野 了代（MA）

川之江支店エリア
尾藤 隆弘（LA）

金生支店エリア
篠原 瑞希（MA）

川滝支店エリア
高橋 孝文（MA）

川之江中央支店エリア
星川 隼人（LA）

寒川支店エリア
三好 政志郎（LA）

本店営業部エリア
加地 稜（MA）

中曽根支店エリア
山内 利彦（LA）

松柏支店エリア
福田 雅典（LA）

豊岡支店エリア
河村 和彦（MA）

長津支店エリア
村上 功一（MA）

土居中央支店エリア
岡本 理愛（MA）

土居中央支店エリア
高松 秀樹（MA）

豊岡支店エリア
村上 裕一（LA）

 川下支店エリア
高橋 奈美（LA）

営農経済部　部長心得
大西 博文

中曽根支店　支店長
寺尾 克彦

金生支店　支店長
三宅 範彦

土居中央支店　支店長
近藤 隆広

関川支店　支店長
高橋 博志

新任 支店長新任 室部長

今年度、担当する職員が変更となったエリアの
LA・MAをご紹介いたします。

●ライフアドバイザー：LA
共済や保険など「ひと・いえ・くるま」の総合
保障で、安心なくらしをサポートする専任の渉
外担当者です。

●マネーアドバイザー：MA
貯金や融資、年金などお金に関する専門的な知
識を持つ専任の渉外担当者です。

皆様の安心で豊かなくらしを、わたしたち渉外担当者がお手伝いさせていただきます。
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輝く女性部くく
　JAうま妻鳥支部女性部の田尻淑恵さんは、普段は農家として米
や野菜を栽培する傍ら市内の合唱団に所属し、歌うことの楽しさ
や音楽の魅力を広める活動を行っています。小・中学校の教員とし
て勤務していた田尻さんは、子供たちに音楽を教えており、もっと
歌うことの楽しさを感じてほしいという思いから、生徒と共に毎年
開催されているNHK合唱コンクールへも参加しました。
　「私自身、元々音楽は苦手だけど、歌うことは昔から好きなので
みんなと声を合わして一つの音楽を作る楽しさを味わってほしい」
と歌に対する想いを話す田尻さん。退職後は、市内の女性コーラス
や合唱団の指導者として活動し、指導するからにはと田尻さんご自
身が「良い発声・良い音楽づくり」を心がける為にボイストレーニン
グに励んでいます。
　練習の成果をたくさんの方々に聴いてもらいたいと2月に開催し

たリサイタルには、会場を埋め尽くすほどの観客が
集まり、“楽しく聴かせてもらったよ”“元気をもらっ
た”という来場者からの言葉に「やってよかった！」と
大きな喜びとやりがいを感じたそうです。
　田尻さんが指導するJAうま上分支部女性部では
3年前から地元の文化祭に参加し、来場者と一緒に
なって歌い、たくさんの方に歌うことの楽しさを広め
ています。
　最後に田尻さんは、「今後もコーラスを続けて、た
くさんの方に音楽の魅力や歌うことの楽しさを伝え
ていきたい」と話してくださいました。

歌うことの楽しさ喜びをたくさんの人に伝えたい

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

　4月1日、JAうま総合経済センターで令和2年度辞令
交付式及び新規採用職員入組式を行いました。
　辞令交付式では、各所場の代表者が辞令を受け
取り、新体制での業務をスタートさせました。
　辞令交付式の後入組式〈写真〉が行われ、JAうま
の子会社㈱JAファームうまに入社する2名とJAうま入
組者9名の計11名が、篠原一志組合長から辞令を受
け取りました。
　新規採用職員は一人一人、社会人としての抱負を
述べ、新たなスタートを切りました。

令和2年度JAうま辞令交付式・入組式
　新年度がスタートしました

田尻淑恵さん

2 人の記念日に！
かわいいペットの写真を使って！
人の記念日に！

ペ ト

お気に入りの写真で世界にひとつだけの
通帳をつくりませんか？

の写真を使って！

お気に入りの写真を通帳に印刷してオリジナル
通帳を無料でお作りいたします。

詳しくは、JA貯金窓口またはJA担当者にお気
軽にお声掛けください。
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ゆばと温卵の冷やし椀

●作り方

（1）タマネギ、パプリカは串形に切る。
（2）フライパンにサラダ油をひき、小麦粉をはたいたブ
リ、タマネギ、パプリカを中火で両面焼く。

（3）合わせだれをボウルに入れて混ぜ、（2）に絡める。
（4）（3）にざく切りにしたセリをサッと絡めて出来上が
り。

●材料（2人分）

ブリ  2切れ（30g）
タマネギ  1/4個
赤・黄パプリカ  各1/4個
セリ  適宜
サラダ油  適宜
小麦粉  適宜

合わせだれ
　みそ  大さじ1
　かつおだし  大さじ3
　みりん  大さじ1
　酒  大さじ１
　しょうゆ  小さじ１
　砂糖  小さじ1
　いりごま  大さじ2
　おろしショウガ  小さじ2●作り方

（1）合わせだしを鍋で沸かす。
（2）だしの一部を別鍋に取り、ナメコを煮て冷ます。
シュンギクはサッとゆでる。

（3）残りのだしは冷たく冷ましておく。
（4）お椀（わん）にゆば、温卵、シュンギクを盛り付け、
（3）を回し掛け､ナメコ、ミョウガ、おろしショウガ
をあしらい出来上がり。

●材料（2人分）

ゆば  30g
温卵  2個
シュンギク  1/4束
ナメコ  少々
小口切りミョウガ  適宜
おろしショウガ  少々

合わせだし
　かつおだし  1カップ
　みりん  大さじ2
　薄口しょうゆ  大さじ2

アドバイス
アルコールの苦手な人は、煮切って加える。

ブリのごまみそしょうが焼き

旬を食べよう ～春大根～
　おでんの具材などで使われる大根は、
冬のイメージが強い野菜ですが、実は
春に食べ頃を迎える大根があるのをご
存じですか？
　春大根は冬の大根に比べ見た目は劣
りますが、水分が多くみずみずしいの
が特徴です。
　今回は春大根のオススメの食べ方や
保存方法について紹介します。

美味しい春大根の選び方
水分が多いのが特徴なので、ずっ
しりと重みのあるものを選んでく
ださい。

保存方法
葉付きのものは葉を切り落と
し、湿らせた新聞紙またはラッ
プ等で包んで野菜室で保管し
ます。

オススメの食べ方
冬大根と比べ辛みがあり、水分が多い
ため、煮物より生食に向いています。
サラダや大根おろしなどで食べるのが
オススメです！また、漬物にしても美味
しく頂けます。

春大根の旬の時期は5～6月と冬大根と比べると短いです。
春大根を産直市で見かけた際には、是非手に取り冬大根と
の違いを味わって見てください。
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年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
に
な
っ
た
方
が
で
き
る
制
度
で
す

（
保
険
料
免
除
制
度
・
納
付
猶
予
制
度
）
。

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
こ
の
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ
た
場

合
未
納
の
状
態
に
な
り
、
特
に
遺
族
基
礎

年
金
・
障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

二
、
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

を
令
和
元
年
度
に
申
請
さ
れ
、
令
和
二
年

度
も
在
学
予
定
の
方
に
つ
い
て
は
再
度
申

請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

速
や
か
に
申
請
し
て
い
な
い
と
申
請
時
前

に
生
じ
た
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
は
受
給
資
格
期

間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
免
除
・

納
付
猶
予
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
は
、
二

年
一
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
で
き
ま
す
。

「
気
を
つ
け
て
下
さ
い
」

エ
ダ
マ
メ
　
肥
料
は
控
え
め
に

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　
大
豆
を
未
熟
の
う
ち
に
収
穫
す
る
の

が
エ
ダ
マ
メ
。
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
、
Ｃ
を
多
く
含
み
、
ビ
ー
ル
の
お
つ

ま
み
と
し
て
夏
の
栄
養
補
給
に
最
適
で

す
。

﹇
品
種
﹈
一
般
に
は
早
生
品
種
を
使
い
、

「
お
つ
な
姫
」
（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
、

「
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
」（
雪
印
種
苗
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
風
味
の
良
い
茶
豆
で

は
「
湯
あ
が
り
娘
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）
な

ど
、
黒
豆
も
人
気
で
「
濃
姫
」（
タ
キ
イ

種
苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
種
ま
き
２
週
間
前
に
１

平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を

散
布
し
、
よ
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。
１
週

間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
で

１０
%
）
１
０
０
ｇ
と
堆
肥
１
〜
２
ｋ
ｇ
を

施
し
、
よ
く
混
ぜ
込
ん
で
お
き
ま
す
。
そ

の
後
、
畝
幅
７０
〜
８０
ｃ
ｍ
、
高
さ
５
ｃ
ｍ

程
度
の
栽
培
床
（
ベ
ッ
ド
）
を
作
り
、
黒

色
の
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
（
図
１
）
。

﹇
種
ま
き
﹈
地
温
が
１５
度
以
上
に
な
っ
た

頃
か
ら
が
種
ま
き
の
適
期
で
、
一
般
地
で

は
遅
霜
の
恐
れ
が
な
く
な
る
４
月
下
旬

〜
５
月
と
な
り
、
６
月
以
降
で
は
害
虫

の
被
害
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
条

間
４５
ｃ
ｍ
２
条
、
株
間
３０
ｃ
ｍ
、
１
カ
所

に
３
〜
４
粒
ま
き
ま
す
（
図
２
）
。
鳥
害

を
防
ぎ
発
芽
を
良
く
す
る
た
め
に
、
不

織
布
の
ベ
タ
掛
け
が
有
効
で
す
。
本
葉

２
枚
の
頃
、
生
育
の
劣
る
株
を
は
さ
み

で
根
元
か
ら
切
り
取
り
、
２
本
立
ち
に

し
ま
す
。

　
気
温
が
低
い
時
期
や
鳥
害
を
避
け

る
た
め
に
は
育
苗
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
直
径
７
・
５
〜
９
ｃ
ｍ

の
ポ
ッ
ト
に
３
〜
４
粒
ま
き
、
初
生
葉
が

そ
ろ
う
頃
に
間
引
い
て
２
本
残
し
、
本

葉
２
枚
頃
ま
で
育
苗
し
ま
す
（
図
３
）
。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈
高
温
期
に
は
カ
メ
ム

シ
類
が
発
生
し
、
さ
や
に
付
く
と
落
下

し
ま
す
。
開
花
期
に
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
、

ト
レ
ボ
ン
乳
剤
な
ど
の
登
録
農
薬
で
防

除
し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
さ
や
が
膨
ら
ん
で
、
指
で
押
さ

え
る
と
は
じ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
収
穫

期
で
、
開
花
後
か
ら
３０
〜
３５
日
で
す
。

株
ご
と
引
き
抜
い
て
収
穫
し
ま
す
。 

収

穫
適
期
は
３
〜
５
日
と
短
い
た
め
、
同

じ
品
種
な
ら
時
期
を
ず
ら
し
て
２
〜
３

回
に
分
け
て
種
ま
き
す
る
と
、
長
く
収

穫
を
楽
し
め
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。
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野
菜
も
の
知
り
百
科

JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

　
実
家
の
管
理
（
親
が
一
人
暮
ら
し
）

　
相
談
者

：

長
女
６０
歳
（
母
８４
歳
、
次
女
５８
歳
）

　
　
状
況

　
現
在
、
古
い
一
軒
家
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
母
（
８４
歳
）

を
心
配
に
思
っ
て
い
る
長
女
か
ら
の
ご
相
談
で
す
。
父
は
他
界

し
て
お
り
、
母
に
は
長
女
と
次
女
が
い
ま
す
。

　
母
の
足
腰
が
最
近
悪
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
将
来
高
齢
者
施

設
へ
の
入
居
を
考
え
て
い
ま
す
。
財
布
や
通
帳
が
ど
こ
に
あ
っ

た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
等
、
母
の
物
忘
れ
が
最
近
増
え
、
認
知

症
の
程
度
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

◎
何
も
し
な
か
っ
た
場
合

　
母
の
年
齢
と
現
在
の
状
態
を
鑑
み
る
と
、
数
年
後
に
判
断
能

力
が
喪
失
し
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
施
設
へ
入
居
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
考
え
て
い

た
自
宅
に
つ
い
て
売
却
処
分
等
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◎
成
年
後
見
制
度
を
使
っ
た
場
合

　
ご
本
人
に
あ
る
程
度
の
金
融
資
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
親
族

が
成
年
後
見
人
に
な
れ
ず
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家

が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　
自
宅
を
売
却
す
る
場
合
、
母
の
施
設
利
用
料
の
支
払
い
や
生

活
費
の
不
足
等
、
「
売
却
す
る
こ
と
の
合
理
的
理
由
」
が
な
け

れ
ば
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
売
却
が
認
め
ら
ま
せ
ん
。

　
母
の
お
金
を
使
っ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
、
孫
に
お
小
遣
い
を

あ
げ
る
等
の
場
合
も
ご
本
人
の
た
め
に
な
る
の
か
ど
う
か
が
重

視
さ
れ
、
家
庭
裁
判
所
の
指
導
・
監
督
下
に
置
か
れ
る
た
め
、

成
年
後
見
人
の
負
担
が
重
く
な
り
ま
す
。

　
売
却
等
の
目
的
を
達
成
し
た
あ
と
も
成
年
後
見
人
は
辞
任
で

き
な
い
た
め
、
そ
の
後
も
成
年
後
見
制
度
は
継
続
し
ま
す
。

　
「
民
事
信
託
を
使
っ
た
場
合
」
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
次
回
以
降
に
続
き
ま
す
。

遺
言
で
は
実
現
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
新
た
な
相
続
対
策
シ
リ
ー
ズ
⑧

事
例
紹
介

土
壌
医
●
藤
巻
久
志

ゴ
ー
ヤ
ー
（
ウ
リ
科
ツ
ル
レ
イ
シ
属
）

　
５
月
８
日
は
「
ゴ
ー
ヤ
ー
の
日
」
で
す
。

１
９
９
７
年
に
沖
縄
県
と
Ｊ
Ａ
沖
縄
経
済

連
（
現
・
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
）
が
ゴ
ー
ヤ
ー
の

普
及
の
た
め
に
制
定
し
ま
し
た
。
５
・
８
＝

ゴ
ー
ヤ
ー
の
語
呂
合
わ
せ
と
、
こ
の
頃
か

ら
沖
縄
県
の
出
荷
量
が
増
え
る
こ
と
に
ち

な
ん
で
い
ま
す
。

　
５
月
８
日
こ
ろ
は
温
暖
地
（
年
平
均
気

温
が
１２
〜
１５
度
の
地
域
）
で
は
ゴ
ー
ヤ
ー

の
苗
の
植
え
付
け
適
期
で
す
。
本
州
で
は

ニ
ガ
ウ
リ
（
苦
瓜
）
や
ツ
ル
レ
イ
シ
（
蔓
茘

枝
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
沖
縄
を
舞

台
に
し
た
２
０
０
１
年
の
朝
ド
ラ
『
ち
ゅ

ら
さ
ん
』
の
「
ゴ
ー
ヤ
ー
マ
ン
」
の
影
響

か
、
沖
縄
の
地
方
名
ゴ
ー
ヤ
ー
が
全
国
区

に
な
り
ま
し
た
。
環
境
教
育
の
現
場
で
も

「
ニ
ガ
ウ
リ
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
い
わ

ず
「
ゴ
ー
ヤ
ー
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
で
す
。

　
雌
花
と
雄
花
が
同
一
株
内
に
付
く
雌
雄

同
種
株
な
の
で
、
１
株
だ
け
の
栽
培
で
も

結
実
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
ー
の
雌
花

は
長
日
で
は
付
き
に
く
く
、
短
日
に
な
る

８
月
以
降
に
な
る
と
雌
花
が
次
々
と
咲
き

ま
す
。
雌
花
は
親
づ
る
よ
り
も
子
づ
る
や

孫
づ
る
に
多
く
付
く
の
で
、
親
づ
る
の
葉

が
１０
枚
に
な
っ
た
ら
先
端
を
摘
み
、
子
づ

る
を
伸
ば
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ウ
リ
科
野
菜
は
肥
料
、
特
に
窒
素
肥
料

が
多
い
と
栄
養
成
長
（
茎
や
葉
が
大
き
く

な
る
こ
と
）
が
続
き
、
生
殖
成
長
（
花
や

実
が
付
く
こ
と
）
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ひ
ど
い
と
実
が
な
ら
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
葉
ば
か
り
さ
ま
や
つ
る

ぼ
け
な
ど
と
い
う
現
象
で
す
。

　
ゴ
ー
ヤ
ー
の
強
い
苦
味
は
ク
ク
ル
ビ
タ

シ
ン
類
に
よ
る
も
の
で
、
抗
酸
化
性
に
よ

り
抗
が
ん
や
老
化
予
防
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
苦
味
は
食
欲
を
増

進
さ
せ
、
豚
肉
と
豆
腐
と
卵
な
ど
と
炒
め

た
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
は
タ
ン
パ
ク

質
も
豊
富
で
夏
バ
テ
防
止
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
ー
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
炒
め
て
も
生

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
ゴ
ー
ヤ
ー
を
縦
半
分
に
切
り
、
種
と
ワ

タ
を
ス
プ
ー
ン
で
削
り
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス

し
て
か
つ
お
節
と
し
ょ
う
ゆ
を
掛
け
る
だ

け
で
酒
の
さ
か
な
に
な
り
ま
す
。
酒
は
も

ち
ろ
ん
島
唄
を
バ
ッ
ク
に
泡
盛
で
す
。
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

63円分の切手を
はってください

①
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
和
菓
子

②
損
の
反
対
語

③
あ
の
人
、
い
い
人
な
ん
だ
け
ど
、│
│
多
い

ん
だ
よ
な
あ

④
邦
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑥
シ
オ
マ
ネ
キ
や
ガ
ザ
ミ
は
こ
の
仲
間

⑨
馬
具
の
一
つ
。足
を
掛
け
ま
す

⑩
春
の
大
型
│
│
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

と
い
い
ま
す

⑪
ク
ラ
ブ
│
│
、救
援
│
│
、│
│
写
真

⑬
与
党
と
対
立
す
る
こ
と
が
多
い

⑭
た
く
と
良
い
香
り
が
し
ま
す

⑯
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
主
に
こ
の
部
分
を
食
べ

ま
す

②
知
事
選
の
期
日
前
│
│
に
行
っ
て
き
た

⑤
耳
は
聴
覚
、鼻
は
嗅
覚
、目
は

⑦
ゾ
ウ
や
ラ
イ
オ
ン
を
数
え
る
と
き
に
使
う

言
葉

⑧
大
き
な
口
を
持
つ
爬
虫（
は
ち
ゅ
う
）類

⑨
往
年
の
ヒ
ッ
ト
曲『
│
│
の
ハ
ワ
イ
航
路
』

⑪
武
者
人
形
は
か
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

⑫
茶
畑
で
行
う
収
穫
作
業

⑭
数
え
年
70
歳
の
お
祝
い
で
す

⑮
ア
シ
カ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
よ
り
大
き
な
海
獣

⑯
飛
行
機
で
物
を
運
ぶ
こ
と

⑰
田
畑
を
耕
す
農
耕
機
械

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
５
月
25
日
（
月
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募54通）
沈丁花（じんちょうげ）

3月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

5月号
クロスワード解答
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※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、63円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

第12回理事会 令和2年3月27日（金）令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

令和2年度事業計画書（案）について
JA・県域農機一体運営への参画について
大口取引先に対する購買未収金決済サイト延
長対応の継続について
固定化未収金（ＬＰガス）の償却について
令和2年度四国中央市地域営農推進事業計
画について
第三者委員会設置要領の新設について
令和2年度コンプライアンスプログラムの策
定について
コンプライアンス態勢運営規程の一部改正に
ついて
令和2年度内部監査計画書（案）について
大口貸出案件の承認について
令和2年度余裕金運用計画及び令和2年度第
1四半期余裕金運用計画（案）について
保護預り規程兼振替決済口座管理規程の改正
（案）について
JAローン融資要領の改正（案）について
貸出業務取扱要領の一部改正について
信用事業規程の一部変更（案）について
マネロン・テロ資金供与等リスクにかかるリス
ク評価書の改正について
内部統制システム基本方針にかかる運用状況
評価について
職員給与規程の一部変更（案）について
職制規程の一部変更（案）について
役員賠償責任保険の加入について
身元保証規程の一部変更（案）について

第1号議案
第2号議案
第3号議案

第4号議案
第5号議案

第6号議案
第7号議案

第8号議案

第9号議案
第10号議案
第11号議案

第12号議案

第13号議案
第14号議案
第15号議案
第16号議案

第17号議案

第18号議案
第19号議案
第20号議案
第21号議案

会員募集中
事前相談受付中

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつ
でも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご
相談下さい。

プリエール通信

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

彫刻
　ご遺骨は先祖代々、大切に御供養されていることと思
います。
　そのご遺骨を納めるお骨壷に、プリエールでは今まで、
蓋の裏に油性ペンでお名前を記させて頂いておりまし
た。しかし、それでは外から見て「どなたのお骨なのかが
分からない」というご意見を頂くこともありました。

一般的な金字仕上げ（名前・年齢・没日）

※お骨壷によっては
　彫刻できないもの
　もあります。

お骨壷

のご案内

このサービスは有料となりますが、専門業者に依頼し、ご葬

儀に間に合うように準備させて頂きます。あるお寺のご住職

からも、預かったお骨のお名前を確認するのが大変だったの

で、このサービスは良いというお声も頂いてます。

（文字の色入れはご希望にお応えします）
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【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
先
月
号
11
ペ
ー
ジ
「
旬
を
食
べ
よ
う
」
、

14
ペ
ー
ジ
「
理
事
会
だ
よ
り
」
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
「
旬
を
食
べ
よ
う
」
〈
タ
ラ
の
芽
の
下
処
理
〉

【
誤
】
水
に
20
％
の
塩

【
正
】
水
に
2
％
の
塩

・
「
理
事
会
だ
よ
り
」
第
2
号
議
案

【
誤
】
引
き
上
げ

【
正
】
引
き
下
げ

「まちがいさがし」答え ： 4 …………メロンの大きさが違う　　5 …………冠の形が違う　　8 ………舌を出している
　　　　　　　　　　    10 …………ズボンにステッチがない　　11 …………メロンが1個少ない

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

海
に
入
る
事
を
急
が
す
春
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

友
逝
き
て
増
え
る
雑
草
水
仙
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

一
升
餅
負
う
て
泣
く
嬰
や
春
う
ら
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

梅
の
花
道
実
公
の
宮
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

菜
の
花
を
一
枝
し
ず
め
た
す
ま
し
汁
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

売
棚
の
ス
ッ
カ
ラ
カ
ン
の
マ
ス
ク
か
な
　
　
　
　
　
　
　
友
　
　
健

ま
よ
な
か
に
春
雷
大
き
く
夢
や
ぶ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

朝
日
射
す
目
覚
め
仐
寿
の
生
き
る
春
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
真
理
子

仰
向
け
に
堰
越
へ
流
る
落
椿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
寿
子

著
ぶ
く
れ
て
語
尾
の
訛
の
や
さ
し
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｋ

誕
生
日
墓
前
に
供
え
し
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
我
が
年
令
の
母
を
思
い
つ

石
村
　
幸
子

お
花
見
の
宴
会
自
粛
そ
の
方
が
ゆ
っ
く
り
花
を
愛
で
る
人
増
ゆ

小
田
　
慶
喜

風
船
を
手
放
し
お
さ
な
ご
の
仰
ぐ
空
の
青
さ
を
突
く
叫
び
声小

田
　
和
子

せ
っ
か
ち
に
漢
方
薬
が
じ
れ
っ
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
伊
佐
子

ま
だ
咲
か
ぬ
花
を
夢
見
て
日
々
努
力
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
多
恵
子

ひ
と
り
か
ら
ひ
と
り
へ
春
の
風
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
醇
子

「
誰
だ
っ
け
」
会
話
つ
な
い
で
名
を
探
る
　
　
　
　
　
　
守
屋
　
陽
一

針
箱
に
生
き
た
証
の
忍
一
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
ト
シ
子

あ
わ
て
る
な
お
茶
を
一
杯
飲
ん
で
行
け
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
　
進

株
価
ま
で
感
染
症
に
操
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
敏

ラ
ン
ド
セ
ル
少
し
は
背
な
に
な
じ
ん
で
る
　
　
　
　
　
　
石
村
　
久
子

花
粉
来
て
マ
ス
ク
美
人
の
増
え
た
春
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
惠

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
広
く
行
き
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
幸
子

寄
せ
植
え
の
花
そ
れ
ぞ
れ
が
咲
か
す
春
　
　
　
　
　
　
　
古
山
た
ま
き

☆
新
型
コ
ロ
ナ
で
日
本
中
が
大
変
で
す

が
、
自
然
の
草
花
は
春
で
す
よ
‼
と
赤
・

黄
・
白
・
ブ
ル
ー
の
花
を
い
つ
も
の
春

と
変
わ
ら
ず
咲
か
せ
て
い
ま
す
。ほ
の
ぼ

の
と
し
ま
す
。み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
日
が
早
く
来

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
新
宮
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

【
編
】日
本
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。感
染
が
急
速
に

拡
大
す
る
都
道
府
県
で
は
公
立
学
校
等

が
臨
時
休
校
と
な
り
、学
校
給
食
に
使
わ

れ
る
予
定
だ
っ
た
野
菜
や
果
物
が
出
荷

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。生
産

者
さ
ん
の
努
力
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
、
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

☆
Ｊ
Ａ
う
ま
広
報
誌
の
表
紙
を
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。今
月
号
も
可
愛
く

て
、
次
号
も
楽
し
み
で
す
。今
月
号
は
表

紙
を
ひ
ら
い
て
「
あ
れ
！
」。な
ん
と
石
川

達
也
さ
ん
が
特
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。毎

朝
、お
い
で
や
市
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま

す
。な
ん
か
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。石
川

さ
ん
は
希
少
な
野
菜
を
出
荷
し
て
い
る

方
。知
り
合
い
が
特
集
さ
れ
る
と
嬉
し

い
も
の
で
す
。今
後
も
農
業
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
や
珍
し
い
農
産
物
を

作
っ
て
い
る
方
々
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。頑
張
れ
！

（
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
と
て
も
気
さ
く
な
方
で
優
し
く
取

い
農
作
物
を
栽
培
し
て
く
だ
さ
い

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て

い
る
の
で
、
あ
ま
り
外
に
出
掛
け
ら
れ

ず
、
家
の
中
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
は
食
べ
て

ば
か
り
。ま
た
太
っ
た
の
で
は
と
心
配
！

体
重
計
に
乗
る
の
が
恐
い
。早
く
終
息
す

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
坂
田
　
由
紀
子
さ
ん
）

【
編
】外
に
あ
ま
り
出
ら
れ
ず
、運
動
す
る

機
会
も
少
な
く
な
り
・
・
・
体
重
計
に
乗

る
の
が
恐
ろ
し
い
で
す
・
・
・（
汗
）

☆
良
い
天
気
が
続
く
と
の
こ
と
で
、随
分

出
し
て
い
な
か
っ
た
お
雛
様
を
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
箱
か
ら
出
し
て
あ
げ
ま
し

た
。穏
や
か
な
お
顔
を
見
て
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。今
年
、
人
形
供
養
を
し
て
も
ら
お

う
と
思
い
、そ
れ
ま
で
子
供
た
ち
や
孫
た

ち
に
見
て
も
ら
お
う
と
し
ば
ら
く
飾
る

予
定
に
し
て
い
ま
し
た
が
、何
だ
か
愛
お

し
く
な
り
人
形
供
養
を
迷
い
始
め
た
今

日
こ
の
頃
で
す
。

（
ち
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

【
編
】
私
も
雛
飾
り
を
何
年
も
箱
か
ら
出

し
て
い
ま
せ
ん
・
・
・
来
年
出
し
て
み
よ

う
か
な
・
・
・
。

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

　
３０
種
類
も
の
野
菜
を
お
一
人
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
な
ん
て
凄
い
で
す
よ
ね
!!

　
お
知
り
合
い
の
方
が
テ
レ
ビ
や
誌
面

に
出
て
い
る
と
思
わ
ず
「
あ
れ
っ
・
・
・
」

と
声
を
出
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね（
笑
）

　
話
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
私
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
♪

☆
年
を
取
る
と
身
体
に
い
い
食
べ
物
に

興
味
が
あ
り
食
育
ク
イ
ズ
や
、シ
ェ
フ
永

井
の
お
す
す
め
や
今
が
旬
の
春
菊
が
参

考
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
相
続
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
Ｈ
・
Ｎ
さ
ん
）

【
編
】
当
誌
が
お
役
に
立
て
て
い
る
よ
う

で
良
か
っ
た
で
す
　
相
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

☆
産
直
市
の
焼
き
芋
の
情
報
を
み
て
、美

味
し
い
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】「
や
き
い
も
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
グ
ラ

ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
芋
屋
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
さ
ん

と
同
じ
品
種
「
長
期
熟
成
シ
ル
ク
ス
イ
ー

ト
」
を
Ｊ
Ａ
う
ま
産
直
市
で
も
提
供
し
て

い
ま
す
!!
ね
っ
と
り
と
あ
ま
〜
い
産
直

市
の
焼
き
芋
、私
も
大
好
き
で
す
♡

☆
両
親
の
田
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
何
年

か
経
ち
ま
し
た
が
、分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。細
か
く
質
問
し
て
も
、

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。地
域
の

方
々
に
も
沢
山
教
え
て
く
だ
さ
り
、今
年

も
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。　

（
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん
）

【
編
】何
の
作
物
を
作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？？
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
美
味
し
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日月 火  水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

5 月の予定 ※4月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

年金 寒川支店 年金 川滝支店

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店年金 川下支店

年金 関川支店 年金 本店 年金 中曽根支店

振替休日

憲法記念日

こどもの日みどりの日

年金 金生支店

年金 豊岡支店

　3月31日、令和元年度末JAうま定年・早期退職者の送別会を行いました。篠原一志組
合長から退職者へ感謝と労いの言葉が送られると、退職者一人ひとりからはJAでの思い
出や組合員の皆様への感謝の言葉が語られました。
　退職者は役職員の拍手で見送られ、第二の人生をスタートしました。

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
末
　
退
職
者
一
同

退
職
者
（
敬
称
略
）

西
田
　
園
子 

（
＊
）

鈴
木
　
晋
一
郎

森
實
　
健

加
地
　
佳
代
子

山
縣
　
朱
美 

（
＊
）

岡
山
　
智
子 

（
＊
）

曽
我
　
優
造 

（
＊
）

鈴
木
　
広
志 

（
＊
）

（＊）の退職者は、継続再雇用職員として引き続き在籍いたします。　今後ともよろしくお願い致します。


